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とがさき動物病院　	 

骨髄腫の犬の４例

◯	 灰井康佑　	 牧野　仁　	 互　梨奈　	 鹿野恭平　	 金山智子　	 伊藤雄基
	 	 	 諸角元二
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	 1)北海道大学大学院獣医学研究科附属動物医療センター
	 2)北海道大学大学院獣医学研究科獣医外科学教室
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	 1)酪農学園大学附属動物医療センター
	 2)酪農学園大学獣医学類獣医学群伴侶動物医療学群

広範囲の頭蓋骨切除後にチタンメッシュで再建した骨の多分葉状腫瘍の犬の一例

◯	 武内	 	 亮1）	 	 細谷謙次,2）	 	 伊丹貴晴１）	 	 石塚友人１）	 	 高木　哲１）	 	 奥村正裕2）

北海道大学附属動物病院
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1)南動物病院　	 　2)甲南動物病院　	 　3)Hist Vet

座長：中川 恭子
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猫の門脈体循環シャントの新しい治療法　~ ハイブリッドテクニックによるコイル閉塞 ~

◯	 上村曉子1)　	 田中マリー2)　合屋征二郎3)	 	 島田香寿美2)　	 土光泰生2)

	 	 	 橋本梨那2)　	 安川洋子2)　	 横田俊輝2)　	 福島隆治1)2)　	 田中　綾1)2)

1)東京農工大学動物医療センター　	 2)東京農工大学獣医外科研究室

座長：星　 清貴
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十二指腸浸潤を伴うガストリノーマに対して、十二指腸 - 膵臓分節切除実施した犬の
１例

◯	 星　清貴1)　細谷謙次2)　金　尚昊2)　星野有希1)　高木　哲1)　奥村正裕2）

1)北海道大学大学院獣医学研究科附属動物医療センター
2)北海道大学大学院獣医学研究科獣医外科学教室

座長：上村 曉子

座長：灰井 康佑

座長：武内　 亮

座長：丹羽 昭博

座長：星野 有希

部分あるいは全眼窩切除を行った上顎腫瘍の犬14例と猫５例について

◯	 丹羽昭博1)　	 遠藤能史2）　廉澤　剛2）

フレンチブルドッグにおける全耳道切除後の合併症について

◯	 星野有希　	 	 高木　哲　	 	 細谷謙次　	 	 金　尚昊　	 	 奥村正裕

外科療法と化学療法を実施し、 長期生存が得られた高グレード消化器型リンパ腫の
猫の３症例

◯	 中川恭子1)　	 南　信子2)　	 中野康弘1)3)	 	 中野友子2)　	 加藤太司1)

	 	 	 楢崎陽香3)　	 村上善彦1)　	 武藤陽信1)　	 田上陽子1)　	 杉本夕佳2)

　	 南　毅生1)

4


